
令和６年度 

第１回倉吉市社会教育委員協議会 

 

◆日時　令和６年 10月 23 日（水）　午前 10時～12時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆場所　北谷コミュニティセンター 

 

日　　　　程 

１　開　　会 

 

２　あいさつ 

 

３　研　　修 

 

テーマ　「南部町社会教育委員の活動紹介～社会教育委員による幸せ探究活動～」 

　　　　　　　　　講　師　南部町社会教育委員　都田　沙希　さん 

 

４　協議事項　 

 

（１）第３期倉吉市教育振興基本計画成果指標実績について（令和５年度終了時） 

　　 

（２）令和６年度倉吉市教育委員会重点施策に基づく実施計画の進捗状況（中間評価） 

について 

 

（３）その他 

 

 

５　報告事項 

（１）人権教育に対する意見への対応について 

 

 

 

（２）倉吉市立中学校部活動地域連携・地域移行に向けた進捗について 

 

 

 

６　その他 

 

 

７　閉　会 



倉吉市社会教育委員名簿 

任期：令和６年２月１日～令和８年１月 31日 

 

 
　 氏　　　名 所　　　　　　　属 選出区分

 
1 池　田　康　明 倉吉市小学校長会 学校教育の関係者 新任

 
2 岩　垣　和　久 倉吉市公民館連絡協議会 社会教育の関係者 会長

 
3 小　椋　勝　美 倉吉市スポーツ協会 社会教育の関係者

 
4 眞　田　廣　幸 倉吉市文化財保護審議会 社会教育の関係者

 
5 岸　田　曜　子

中部読書活動推進フォーラム 

実行委員会
社会教育の関係者

 
6 山　下　千　之 倉吉市人権教育研究会 社会教育の関係者

 
7 前　田　澄　子

特定非営利活動法人 

こども未来ネットワーク

家庭教育の向上に 

資する活動を行う者

 
8 野　儀　明　彦 倉吉市中学校 PTA連合会

家庭教育の向上に 

資する活動を行う者

 
9 鷲　見　寿　久 倉吉市青少年育成協議会

家庭教育の向上に 

資する活動を行う者

 
10 笠　見　　猛

倉吉市コミュニティセンター 

指定管理者連絡会
学識経験のある者

 
11 明　里　利　彦 倉吉市自治公民館連合会 学識経験のある者

 
12 長　岡　絵里佳

学校法人藤田学院 

鳥取短期大学
学識経験のある者 副会長

 
13 枡　田　弘　子 倉吉市地域学校委員会 学識経験のある者

 教育委員会事務局・教育機関

 
中田 　寛 教育長

 石賀　大生 事務局長

 
向井　由香里 社会教育課長

 
根鈴　輝雄 博物館長

 
田村　美香 図書館長

 
事務局(社会教育課)

 
井谷　真由美 課長補佐

 
多久和　伸昭 市民スポーツ係長

 関係課

 
田村　　剛 地域づくり支援課長

 
菅野　美佐子 人権政策課長

 
岡本　智則 文化財課長
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を
立

て
に

く
い

。
交

流
プ

ラ
ザ

利
用

率
を

維
持

す
る

よ
う

、
次

も
利

用
し

た
い

と
思

っ
て

い
た

だ
け

る
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

、
新

た
な

利
用

者
増

に
向

け
た

広
報

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

遊
具

定
期

点
検

に
基

づ
き

必
要

な
修

繕
を

行
う

と
と

も
に

、
職

員
に

よ
る

日
常

点
検

、
警

備
員

に
よ

る
毎

週
土

日
祝

日
及

び
夏

休
み

期
間

の
巡

回
に

よ
り

、
引

き
続

き
事

故
を

防
止

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
老

朽
化

し
た

遊
具

の
更

新
に

つ
い

て
も

検
討

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

図
書

館



教
育

目
標

４
　

た
く

ま
し

く
健

や
か

な
心

と
体

づ
く

り
の

推
進

⑱
体

育
・

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

目
標

値
（

R
7

)

4
7

.7
%

4
8

.2
%

4
7

.5
%

4
7

.0
%

5
3

.0
%

教
育

目
標

５
　

文
化

資
源

の
保

存
活

用
と

文
化

・
芸

術
の

振
興

⑲
倉

吉
に

誇
り

と
愛

着
を

持
つ

子
ど

も
の

育
成

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

目
標

値
（

R
7

)

1
.6

回
0

.4
回

0
.5

回
0

.7
回

1
.9

回

団
体

数
1

6
.6

団
体

1
6

団
体

1
7

団
体

1
1

団
体

2
0

団
体

人
数

6
1

1
人

5
0

4
人

3
6

5
人

2
5

1
人

7
4

0
人

⑳
文

化
財

の
保

存
、

活
用

、
伝

承 R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

目
標

値
（

R
7

)

1
7

件
1

7
件

2
0

件
1

6
件

2
0

件

1
5

件
2

0
件

1
8

件
2

1
件

2
0

件

2
1

件
2

4
件

3
6

件
2

3
件

2
5

件

指
標

名
現

状
値

日
頃

か
ら

ス
ポ

ー
ツ

に
取

り
組

ん
で

い
る

市
民

の
割

合

指
標

名
現

状
値

児
童

・
生

徒
１

人
あ

た
り

の
地

域
活

動
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

へ
の

参
加

回
数

博
物

館
を

利
用

し
た

小
中

学
校

や
児

童
ク

ラ
ブ

な
ど

の
団

体
数

及
び

人
数

指
標

名
現

状
値

調
査

・
研

究
が

行
わ

れ
保

護
措

置
が

と
ら

れ
た

文
化

財
の

数

指
定

文
化

財
の

保
存

修
理

・
活

用
・

公
開

な
ど

の
相

談
件

数

普
及

啓
発

事
業

の
数

成
果

指
標

の
分

析
担

当
課

昨
年

度
か

ら
0

.5
ポ

イ
ン

ト
減

少
と

な
っ

た
。

し
か

し
、

そ
の

内
訳

を
見

る
と

、
ほ

ぼ
毎

日
や

週
に

１
回

程
度

と
い

っ
た

頻
回

に
行

っ
て

い
る

割
合

は
1

.1
ポ

イ
ン

ト
昨

年
度

よ
り

上
回

っ
て

い
る

。
一

方
で

月
に

数
回

の
割

合
は

1
.6

ポ
イ

ン
ト

減
少

し
て

お
り

、
普

段
あ

ま
り

運
動

を
し

て
い

な
い

市
民

の
割

合
が

増
え

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
や

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
気

軽
に

始
め

ら
れ

る
ス

ポ
ー

ツ
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

社
会

教
育

課

成
果

指
標

の
分

析
担

当
課

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

り
R

３
年

度
に

大
き

く
落

ち
込

ん
だ

ま
ま

横
ば

い
の

状
況

で
あ

り
、

R
5

年
度

は
前

年
度

よ
り

0
.2

回
増

加
す

る
も

目
標

値
に

は
ほ

ど
遠

い
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

単
な

る
参

加
者

は
地

域
活

動
の

量
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

に
よ

り
増

え
て

い
る

が
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
の

参
加

は
あ

ま
り

増
え

て
い

な
い

。
次

世
代

の
地

域
の

担
い

手
を

育
成

す
る

た
め

に
も

、
青

少
年

の
頃

か
ら

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
機

会
と

活
躍

す
る

場
を

意
図

的
に

つ
く

り
出

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

社
会

教
育

課

R
5

年
は

、
春

季
の

「
ヨ

シ
タ

ケ
シ

ン
ス

ケ
展

」
開

催
時

は
保

育
園

な
ど

未
就

学
児

を
は

じ
め

と
し

て
団

体
利

用
も

好
調

だ
っ

た
が

、
そ

の
後

の
長

期
の

工
事

や
展

示
入

替
に

よ
る

休
館

で
、

例
年

開
催

し
て

い
る

自
然

科
学

展
の

開
催

が
な

く
、

考
古

や
民

俗
の

常
設

展
示

期
間

も
短

か
っ

た
た

め
、

小
学

生
等

の
校

外
学

習
の

利
用

が
少

な
く

、
年

間
の

団
体

利
用

数
も

減
少

し
た

。
R

7
の

目
標

達
成

に
向

け
、

市
内

教
育

機
関

と
の

連
携

や
各

種
団

体
向

け
の

P
R

が
必

要
。

博
物

館

成
果

指
標

の
分

析
担

当
課

指
定

を
見

据
え

た
未

指
定

文
化

財
の

調
査

・
研

究
を

積
極

的
に

推
進

し
、

保
護

措
置

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

文
化

財
課

目
標

は
達

成
し

て
い

る
が

、
引

き
続

き
文

化
財

所
有

者
の

よ
き

パ
ー

ト
ナ

ー
と

し
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
密

に
し

な
が

ら
、

適
切

な
保

存
・

活
用

を
促

進
す

る
こ

と
が

必
要

。

目
標

達
成

に
向

け
実

施
件

数
は

伸
び

て
い

る
が

、
各

事
業

に
よ

り
多

く
の

参
加

者
を

得
る

た
め

に
、

市
民

に
対

し
て

の
啓

発
事

業
の

発
信

・
周

知
方

法
に

工
夫

す
る

こ
と

が
必

要
。



⑤
「

感
動

」
を

生
み

「
知

る
喜

び
」

を
感

じ
る

博
物

館
【

再
掲

】

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

目
標

値
（

R
7

)

1
1

,3
9

2
人

9
,4

6
1

人
1

ヶ
月

間
工

事
休

館

3
,2

6
0

人
9

/2
0

～
2

/2
8

工
事

休
館

3
,7

2
0

人
5

/9
～

９
/８

1
0

/1
6

～
1

1
/4

工
事

・
展

示
入

替
休

館

1
3

,6
7

0
人

指
標

名
現

状
値

倉
吉

博
物

館
年

間
利

用
者

数
（

特
別

展
・

企
画

展
以

外
）

成
果

指
標

の
分

析
担

当
課

R
3

年
度

か
ら

R
5

年
度

に
か

け
て

博
物

館
開

館
5

0
周

年
（

R
6

年
度

）
に

向
け

て
計

画
的

に
施

設
改

修
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

工
事

に
よ

る
臨

時
休

館
の

た
め

常
設

展
の

期
間

が
短

く
、

結
果

と
し

て
利

用
者

数
が

目
標

数
値

に
対

し
て

大
幅

減
と

な
っ

て
い

る
。

目
標

達
成

に
向

け
て

は
、

白
壁

土
蔵

群
の

観
光

客
や

R
7

.3
オ

ー
プ

ン
の

県
立

美
術

館
来

館
者

な
ど

の
回

遊
の

し
か

け
、

小
中

学
校

な
ど

教
育

機
関

へ
の

呼
び

か
け

、
ま

た
博

物
館

が
主

催
す

る
講

演
会

・
講

座
や

、
自

然
ウ

ォ
ッ

チ
ン

グ
な

ど
の

参
加

者
を

来
館

に
つ

な
げ

て
い

け
る

よ
う

工
夫

す
る

。

博
物

館







令和６年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施計画の進捗状況（中間評価）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
＊鳥取看護大学・鳥取短期大学公開講座の開催
・第1回公開講座（21日）・第2回公開講座（5日） ・第4回公開講座（22日）・第5回公開講座（5日）

・第3回公開講座（18日）

＊生涯学習講座の開催
・第1回生涯学習講座
（28日）
 ・第2回生涯学習講座
 （28日）

＊放課後子ども教室の実施
(子どもいきいきプラン事業等)

・放課後子ども教室事業
第１回運営委員会(9日)

＊子ども会活動の支援 ・子ども会指導者・育成者研修会
研修会（２９日）

＊実行委員会によるはたちのつどいの開催
・実行委員募集 ・第１回実行委員会 ・第２回実行委員会

（役員決定・テーマ検討） （企画準備）
（22日） （29日）

＊重点取組事業の実施（13地区）

・主事研修会（２２日）

・匠たちのTSUBAKI・椿・つばき展（～5/6) ・倉吉市美術展覧会 ・TMＮ共同企画展 ・開館50周年記念特別展

(前期:6/9～18) (7/27～8/25) 「大御堂廃寺展」

(後期:6/23～7/2) (9/1～10/14)

・美術所蔵品展①

「花咲く風景」

・夏休み自然科学展

 （8/3～25)

・県立美術館連携事業協議

・作家選考会日程調整 ・作家選考会（東京） ・指名作家へ創作依頼
・審査委員補充

・博物館講座① ・博物館講座② ・博物館講座③ ・博物館講座④

・自然Ｗ①星座を見よう(5/2) ・自然Ｗ④おさなか教室 ・自然Ｗ⑤天体 ・自然Ｗ⑥初秋の植物を見よう

・自然Ｗ②昆虫を見よう(5/11)               (7/20) 月・星座を見よう(8/11)                (9/1)

・自然Ｗ③初夏の植物をみよう(5/25) ・自然Ｗ⑦秋の昆虫を見よう

               (9/29)

・倉吉絣指定調査準備 調査協力団体への説明会調査事業開始

取り組み計画項
目

重 点 施 策
（ 基 本 施 策 か ら ）

主 な 施 策 担当課

１
　
社
会
全
体
が
協
働
し
学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り

③
地 域 力 を 育 む
社会教育の 推
進

1
生涯にわたる学びの
保障、機会の提供と
環境整備

社会教育課

2
将来の地域や社会を
担う青少年の育成と
活動の場つくり

社会教育課

④
コミュニティセ
ン タ ー （ 公 民
館）活動の推進

1 人づくり、地域づくり
につながる機能強化

社会教育課
（地域づくり支

援）

⑤
「感動」を生み
「知る喜び」を
感じる博物館

1
開館50周年記念展
の開催とテーマ性の
ある展示創出

博物館

2 美 術 賞 （ 菅 楯 彦 大
賞）の開催準備

博物館

3
教育普及活動の充
実と調査研究活動の
推進

博物館



１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

・第2回生涯学習講座 ・第3回生涯学習講座
（１２日） （2日）
 ・第3回生涯学習講座 ・第４回生涯学習講座
 （12日） （４日）
 ・第4回生涯学習講座 ・第5回生涯学習講座
 （26日） （23日）

・放課後子ども教室事業
　第２回運営委員会（29日）

・子ども会リーダー研修会 ・子ども会リーダー研
修会・育成者研修会

・中部ハイスクール
フォーラム2024（14日）

・第３回実行委員会 ・第４回実行委員会 ・第５回実行委員会 ・はたちのつどい開催
（2６日） （事前リハーサル） (３日)

・鳥取県美術展覧会 ・高校美術展（12/11～15）

・ねんりんピック (前期:11/1～6) 　　・ジュニア県展（12/19～1/5）

（書道・写真・彫刻） (後期:11/10～15) ・美術所蔵品展② ・美術所蔵品展③

  10/19～22

・県立美術館連携事業協議 ・県立美術館連携事業協議

・指名作家の創作進捗確認

・博物館講座⑤ ・博物館講座⑥ ・博物館講座⑦ ・博物館講座⑧ ・博物館講座⑨ ・博物館講座⑩

・自然Ｗ⑧天体 ・自然Ｗ⑨打吹山の植物 ・自然Ｗ⑪国府川の水鳥

土星・星座を見よう              (11/2)               (1/13)

            (10/26) ・自然Ｗ⑩天神川のサケ

             (11/10)

取り組み計画
中間評価
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♯ Ӳĺĳēĵ῾ ӡ őᶺĲĮ!

WΞ X
$ϧ ֜ĶᴁΪĺѯĴĜỸẴĤśĮỎԃĺĳēĵ š →ĶĜ
ĵēŚĚĸĕĚ ╕ĺỎԃ ͻšᶺē ỗ ĺЉĚĨĢķ!

$ $ѪΪ ķőĺᴁΪĸęřỸẴĶĜĵēŚ!
$ ψ ľ◗ ĚŘנּװĦĵ י Ҷ ĠōĶỸẴĦĮ!Ⱪҥ
Ậķ ӣע šᴕŅđēęēƍƅŽŦ תּ GЕHěᾒּׁשĨŚ
Ĺ ⁵Ϊ· Ľ š ēĮ˥ šˢ ĺ ỞĦ ĺđĲĵˢ

ӆĽṥ ĺ‖śŚѾγšⱦřὶĦĮ!Ť:Ɗ$ơƧ:źŤƢ ӣע
ҡγӡ ѪΪ ľᴱ Ľ ίњÚњĽ Ľͮ ϧњĚŘˢ͓ĦĽע
Ở šὝ ĦĮ!ᴱ ίњĽᾒּׁש šˢ ĺγĦĮᾑŐĵĽỆ

ŎĶđĲĮ!S ψ TSӡ ѪΪ TķőỷĽ᷈ēṥ š Ở
Ħ ֿפĞĽ њἐĺе š ėŚĢķěĶĜĮ!
$ ᵮ ồ ľᴱϑĚŘő Ở šἘ Ħ Ậ Ľ ᵮ ồě
Ẉ˶ ḾᵍӆĶ ӰĽ ҷĺὫ Ĺ ЅšΌĮĦĮồ˵ĶđŚ
ĢķšḊ $Ὣ ͯṙšѝŏ Ĺ Ở ĶỞĨĢķěĶĜĮ!
ᴱ ίњĽ ˂ĺאּ ĨŚᶓē ĺ ỖĽ ķ ᴕĨŚϫĽ᷈
ēᵍ ồ˵ěּקṖĦĮĢķš њἐĺ ė Śѭłš ŚѾγš
ⱦřὶĪĮ!

WΞ X
$ ˞ĽӰ˟Ѿї ķ šᶺē ΞϑἸԃע ĺŗŚᾴ Ϲ−Ľ
њ+šₑŚἨř♯ŎěҾŐŘśŚ!

$ Ú ϋḼ ĽS εℓᾅ Ῡ TĽϋḼĺᶆĠ ϧ
₢○ˇ˭ĺŗŚṥ·₢○šἵĠ Øᴘĺľ‡ḱˇ˭ĺŗŚṥ·◑ᶳ
γšỸẴĦ ₢○ĽđĲĮ ĺĳēĵ☺˭Ằ ĨŚĢķķĹĲ
Į!ᴑ˭ķĹĲĵēŚ‡ḱˇ˭Ľᵭ ľ Ô ĽĕİÓ ľᴒ Ħ
Į!

WΞ X
$ᴑ˭ķĹĲĵēŚÔ Ľ‡ḱˇ˭ĽĕİÓ ľ !‡ḱˇ˭ĺ
ŗŚṥ·◑ᶳγĽṔĺӐěĲĮ ₲ᵽ ἐĺḚᵭ ˃ ĨŚ Ķ
đŚ!

$Ⱪҥ њᶼḹľ☺ εĽĕİ ◗ѻ εGᶏᴇ ả ᶳᵍH
š ĸęřϋḼĦĮ!ỡ◦ ĺęēĵľ Úᴘĺ΅ҶŎỡ◦Ή
Ϲ šϋḼĨŚķķőĺ ỡ◦ŨūƅƃƵŲľ☺ εĽĕİ ◗ѻ
ÙεG $ ‏ Hš ĸęřϋḼĦĮ! њƝ:ƢƜ:

ź Ậ  τ‫ S њįŗřTĽŊĚ ⱩҥẬᶀỦ Ĺ
ĸőЉ Ħĵᶓ ĺ ŐĮ!ϧεķőŊŋ ˭ĺ֕ēẇͽἐšὝŐ
ŚĢķěĶĜ ŤƵų:Ɗ ĶőẇͽἐĽ᷈ē טּ ě ŘśĮ!

WΞ X
$ŵƯƌΓĶẇͽἐ⅝ᵊĦĵēĮỎԃěᾶĦĩĳ řĳĳđŚě 
Я☺ķľēėĹē!Ỏ◗′ḗ⅝Ľ ṽĤěἧḼּאĺőẇͽἐּאĺő
đŚě ỎԃĽ ⁬G ϑĶĽϋḼ HĺŗĲĵľ ẇͽἐϧỡĺ
ặ Ľ῾ šἾ ĶĜŚ!
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